
『
六
巻
抄
』の
構
造
と
問
題
点（
五
）

─「
依
義
判
文
抄
」を
通
し
て（
そ
の
一
）─

早

坂

鳳

城

一

今
回
は
、『
六
巻
抄
』
第
三
章
の
「
依
義
判
文
抄
」
に
つ
い
て
論
じ
ま
す
が
、『
六
巻
抄
』
の
目
次
に
、
序
、
一
、
三
大
秘
法
の
開
合
の

相
を
明
か
す
、
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
は
、
三
秘
の
文
証
論
で
あ
り
、
堅
樹
日
寛
独
善
の
教
学
で
あ
り
ま
す
。
二
、
法
師
品
の
「
若
復
有

人
」
等
の
文
か
ら
、
四
、
宝
塔
品
の
「
此
経
難
持
」
等
の
文
ま
で
が
、
迹
門
の
文
証
が
説
か
れ
ま
す
。
五
、
寿
量
品
の
「
此
大
良
薬
」
等

の
文
か
ら
八
、
神
力
品
の
「
爾
時
仏
告
上
行
」
等
の
文
ま
で
が
、
本
門
の
文
証
が
説
か
れ
ま
す
。
九
、
本
門
の
因
果
国
の
三
妙
の
文
か
ら

十
二
、
宗
教
の
五
箇
そ
の
義
を
明
か
す
ま
で
が
堅
樹
日
寛
独
自
の
見
解
が
説
か
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
序
、
一
、
三
大
秘
法
の
開
合
の

相
を
明
か
す
ま
で
に
つ
い
て
論
じ
ま
す
。

「
依
義
判
文
」
と
は
、
義
に
よ
っ
て
文
を
判
ず
、
つ
ま
り
、
一
切
の
経
釈
を
義
に
よ
っ
て
判
読
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
祖
書
の
『
十
章

抄
』
に
も
出
て
い
ま
す
が
、「
依
義
判
文
」
を
根
拠
や
論
拠
な
く
用
い
ま
す
と
曲
会
私
情
の
釈
を
生
み
出
す
危
険
が
伴
い
ま
す
。

故
に
必
ず
「
依
文
判
義
」
を
前
提
と
し
て
教
証
を
第
一
、
論
証
を
第
二
、
祖
判
を
第
三
と
す
る
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

二

「
依
義
判
文
抄
」
の
序
で
は
、
堅
樹
日
寛
は
、『
撰
時
抄
』
を
引
用
し
て
、
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「
仏
の
滅
後
に

一
、

迦
葉
・
阿
難
・
竜
樹
・
天
台
・
伝
教
の
未
だ
弘
通
し
ま
し
ま
さ
ぬ

二
、

最
大
深
秘
の

三
、

大
法
、

四
、

経五
、

文
の
面
に
顕
然
な
り
。
此
の
深

お
も
て

け
ん
ね
ん

法
今
末
法
の
始
め
後
五
百
歳
に

六
、

一
閻
浮
提
に
広
宣
流
布
す
。」
等
云
云
。（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
頁
・
傍
線
引
用
者
）

七
、

と
あ
り
ま
す
が
、『
撰
時
抄
』
を
『
平
成
新
編
日
蓮
大
聖
人
御
書
』（
八
五
一
頁
）、『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』（
一
〇
二
九
頁
）
の
両
書

に
照
合
し
ま
す
と

一
、「
仏
の
滅
後
に
・
・
・
」
の
前
に
は
、
い
ず
れ
も
「
但
し
詮
と
不
審
な
る
事
は
、
仏
は
説
き
尽
く
し
給
へ
ど
も
」
と
あ
り
、
削
除
し
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

二
、「
迦
葉
・
阿
難
・
竜
樹
」
の
後
に
は
、
い
ず
れ
も
「
無
著
・
天
親
乃
至
」
と
あ
り
削
除
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

三
、「
最
大
深
秘
」
で
は
、
い
ず
れ
も
「
最
大
の
深
秘
」
と
あ
り
ま
す
。

四
、「
最
大
深
秘
」
の
次
に
「
大
法
」
と
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
「
正
法
」
と
あ
り
、
改
竄
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

五
、「
経
文
の
面
に
顕
然
な
り
。」
と
あ
り
ま
す
が
、「
顕
然
」
と
あ
る
の
は
、
い
ず
れ
も
「
現
前
」
と
あ
り
、
改
竄
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

六
、「
後
五
百
歳
」
と
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
「
五
五
百
歳
」
と
あ
り
ま
す
。

七
、「
一
閻
浮
提
に
広
宣
流
布
す
」
で
終
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
後
に
「
べ
き
や
の
事
不
審
無
極
な
り
。」
と
あ
り
ま
す
。

以
上
、
祖
書
を
改
竄
、
削
除
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
解
か
り
ま
す
。

ま
た
『
撰
時
抄
』
は
、
三
大
秘
法
の
依
文
で
も
な
く
、
こ
こ
で
は
「
広
宣
流
布
す
る
こ
と
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い

る
の
み
で
あ
り
ま
す
。

第
一
、
三
大
秘
法
の
開
合
の
相
を
明
か
す

と
目
次
に
あ
り
ま
す
が
、
六
つ
の
問
答
よ
り
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、
①
～
③
の
問
答
で
は
、
三
大
秘
法
が
何
処
か
ら
出
た
の
か
の
出
処
論
。
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④
、
⑤
の
問
答
で
は
、
三
大
秘
法
の
開
合
論
。
⑥
の
問
答
で
は
、
三
大
秘
法
の
文
証
を
問
い
ま
す
。

で
は
そ
の
問
答
①
で
す
が
、
問
い
で
、「
宗
祖
何
ぞ
「
最
大
深
秘
の
大
法
、
経
文
の
面
に
顕
然
な
り
」」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十

頁
）
と
、
改
竄
の
文
証
を
そ
の
ま
ま
依
用
し
て
お
り
質
問
に
矛
盾
が
あ
り
ま
す
。

答
え
で
は
、「
一
代
聖
教
は
浅
き
よ
り
深
き
に
至
り
、
次
第
に
之
を
判
ず
れ
ば
実
に
所
門
の
如
し
。」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
頁
）
こ

れ
は
、
始
成
釈
尊
の
説
示
の
次
第
を
肯
定
し
て
い
ま
す
。

「
若
し
此
の
経
の
謂
れ
を
知
っ
て
立
ち
還
っ
て
之
れ
を
見
る
則
ん
ば
、
爾
前
の
諸
経
す
ら
尚
本
地
の
本
法
を
詮
せ
ず
と
い
う
こ
と
莫
し
。

い
わ

と
き

に
ぜ
ん

な

何
に
況
経
の
迹
本
二
門
を
や
。」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
頁
）
は
、
顕
本
で
あ
り
ま
す
。
本
地
に
立
ち
還
っ
て
一
切
経
を
見
る
。
久

い
か

い
わ

成
本
仏
の
見
解
で
あ
り
、
玄
義
の
文
を
か
り
れ
ば
、
住
本
用
迹
顕
本
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
天
台
大
師
の
玄
文
の
第
九
に
「
皆
本
地
の
実
因
実
果
、
種
々
の
本
法
を
用
て
諸
の
衆
生
の
為
に
而
も
仏
事
を
な
す
」（
大
石
寺
版

も
つ

『
六
巻
抄
』
八
十
頁
）
と
あ
る
、
玄
義
の
文
証
は
、
前
文
と
末
文
を
意
図
的
に
削
除
し
た
と
思
わ
れ
る
文
証
で
住
迹
用
本
顕
本
の
文
証
で

あ
り
、
従
っ
て
先
述
の
論
旨
と
は
矛
盾
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

「
文
底
の
義
に
依
っ
て
今
経
の
文
を
判
ず
る
に
三
大
秘
法
宛
も
日
月
の
如
し
。
故
に
「
経
文
の
面
に
顕
然
な
り
」
と
云
う
な
り
」（
大
石

あ
た
か

寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
頁
）
と
あ
り
ま
す
が
、
祖
文
に
「
顕
然
」
の
所
は
、「
現
前
」
と
あ
る
の
で
、
文
底
で
は
な
く
文
上
で
す
。
よ
っ
て

文
底
の
義
と
は
、
矛
盾
す
る
概
念
を
表
し
、
曲
会
私
情
は
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

問
答
②
で
は
、
問
い
で
は
、「
こ
の
経
の
謂
れ
を
知
る
」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
一
頁
）
の
「
謂
れ
」
と
は
何
か
と
問
う
の
で
あ

い
わ

る
が
、「
謂
れ
」
と
は
、
因
縁
・
故
事
・
来
歴
の
意
味
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
答
え
で
は
、「
宗
祖
の
云
わ
く
「
こ
の
経
は
相
伝
に
あ
ら
ざ
れ
ば
知
り
難
し
」
等
云
云
。
三
重
秘
伝
云
云
。」（
大
石
寺

版
『
六
巻
抄
』
八
十
一
頁
）
と
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
三
重
秘
伝
「
秘
密
で
あ
る
、
秘
密
で
あ
る
」
と
解
答
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
が
、

引
用
し
て
い
る
祖
書
の
『
一
代
聖
教
大
意
』
の
云
う
所
の
相
伝
と
は
、
衆
生
の
機
根
と
お
経
の
位
を
あ
ら
わ
し
た
問
答
の
中
で
用
い
ら
れ
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た
文
証
で
あ
り
、
祖
師
の
相
伝
し
た
法
華
経
観
の
こ
と
で
一
切
衆
生
皆
成
仏
道
の
意
味
で
、
秘
密
の
相
伝
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
答
③
は
、
三
大
秘
法
の
依
文
の
一
部
を
あ
か
す
問
答
で
あ
り
ま
す
が
、
問
い
で
は
、「
若
し
爾
ら
ば
そ
の
顕
然
の
文
如
何
。」（
大
石
寺

版
『
六
巻
抄
』
八
十
一
頁
）
と
、
文
底
秘
沈
の
義
、
意
味
に
固
執
し
、
答
え
で
「
此
に
開
山
上
人
の
口
決
有
り
、
今
略
し
て
之
れ
を
引
い

て
以
て
綱
要
を
示
さ
ん
云
云
。」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
一
頁
）
と
、
そ
の
経
証
を
あ
げ
ま
す
。
日
興
書
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

偽
書
の
『
三
大
秘
法
口
決
』
と
称
す
る
文
証
を
挙
げ
て
三
大
秘
法
を
論
証
し
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、『
三
大
秘
法
口
決
』
の
図
の
内
容
と

堅
樹
日
寛
の
説
明
が
あ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
似
た
よ
う
な
言
葉
を
持
っ
て
誤
魔
化
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
三
大
秘
法
が
、
神
力
品
が
依
文
と
な
る
こ
と
は
口
決
だ
と
か
、
口
伝
で
は
な
く
日
蓮
門
下
共
通
の
見
解
で
す
が
、『
三
大
秘
法
口

決
』
で
は
、
寿
量
品
が
依
文
と
な
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。

（
こ
の
原
型
は
、
文
句
、
文
句
記
の
神
力
品
と
法
華
玄
義
の
略
釈
五
重
玄
の
解
釈
が
底
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
底
本
を
日
蓮
聖
人
の

立
場
で
解
釈
し
た
も
の
で
あ
り
、
口
決
だ
と
か
、
口
伝
で
は
な
く
日
蓮
門
下
共
通
の
見
解
で
あ
り
ま
す
。）

大
石
寺
（
以
下
、
石
山
と
略
す
）
で
は
、
口
決
を
日
興
の
著
述
と
称
し
ま
す
が
、
い
ま
だ
筆
跡
鑑
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
ま

す
。

三

問
答
④
、
⑤
は
、
三
大
秘
法
の
開
合
論
で
あ
り
ま
す
。

問
答
④
の
問
い
で
は
、「
更
に
勘
文
有
り
や
、
若
し
爾
ら
ば
聞
く
こ
と
得
べ
け
ん
や
。」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
一
頁
）
と
、「
若

し
別
の
大
事
な
文
証
が
あ
っ
た
ら
教
え
て
欲
し
い
。」
と
質
問
し
、

答
え
で
は
、「
先
ず
須
ら
く
三
大
秘
法
の
開
合
の
相
を
了
す
べ
し
。
若
し
之
れ
を
了
せ
ず
ん
ば
経
文
を
引
く
と
雖
も
、
恐
ら
く
は
解
し
易
か

ら
ざ
ら
ん
こ
と
を
云
云
。」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
一
頁

八
十
二
頁
）
と
、「
文
証
を
も
っ
て
答
え
る
前
に
、
三
大
秘
法
の
開
合
の
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相
を
理
解
し
な
さ
い
。」
と
答
え
ま
す
。

問
答
⑤
で
は
、
問
い
で
「
若
し
爾
ら
ば
三
大
秘
法
開
合
の
相
如
何
。」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
二
頁
）
と
、
三
大
秘
法
開
合
の
相

を
尋
ね
ま
す
。
答
え
で
は
、
こ
の
答
え
の
中
に
堅
樹
日
寛
の
最
た
る
曲
会
私
情
の
釈
が
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
は
、「
一
大
秘
法
と
は
即
ち
本

門
の
本
尊
な
り
」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
二
頁
）
と
、「
一
大
秘
法
を
本
門
の
本
尊
」
と
規
定
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
祖
意
は
、

「
一
大
秘
法
は
本
門
の
題
目
」
で
あ
り
ま
す
。
あ
き
ら
か
に
祖
意
に
反
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
堅
樹
日
寛
の
最
大
の
誤
謬
が
あ
り
ま
す
。

以
下
、
堅
樹
日
寛
の
三
大
秘
法
の
開
合
を
要
約
整
理
す
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
り
ま
す
。
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堅
樹
日
寛
は
、「
本
尊
に
人
有
り
法
有
り
、
戒
壇
に
義
有
り
事
有
り
、
題
目
に
信
有
り
行
有
り
、
故
に
開
し
て
六
義
と
成
る
。」（
大
石
寺

版
『
六
巻
抄
』
八
十
二
頁
）
と
し
て
、
六
義
、
六
大
秘
法
を
説
く
の
で
あ
り
ま
す
。

続
い
て
堅
樹
日
寛
は
、「
高
僧
伝
に
「
一
心
は
万
法
の
総
体
な
り
。
分
か
ち
て
戒
定
慧
と
為
し
、
開
し
て
六
度
と
為
り
、
散
じ
て
万
行
と

為
る
」」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
二
頁
）
と
あ
る
こ
と
を
引
用
し
ま
す
が
、
一
つ
の
心
は
、
戒
定
慧
の
三
学
で
あ
り
、
そ
れ
を
開
く

と
六
度
で
あ
り
更
に
そ
れ
を
拡
大
す
れ
ば
万
行
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
万
行
は
一
心
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
原
文
に
あ
る
末
文
が
削
除
さ

れ
て
い
ま
す
。
三
秘
、
六
秘
の
関
係
と
高
僧
伝
の
文
証
は
関
係
が
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
三
大
秘
法
を
六
つ
に
分
け
る
の
と
全
く
関
係
が

な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

一
秘
と
三
秘
の
関
係
を
整
理
す
る
と
、
法
体
に
約
せ
ば
一
大
秘
法
、
行
体
に
約
せ
ば
三
大
秘
法
で
あ
り
ま
す
。

高
僧
伝
の
文
証
は
、
行
者
の
己
心
、
一
心
の
中
に
三
学
を
備
え
、
三
学
の
実
践
形
態
が
六
度
で
あ
り
六
度
は
万
行
の
修
行
の
要
約
で
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
万
行
か
ら
見
れ
ば
全
て
の
行
は
、
統
一
さ
れ
た
一
心
で
は
な
く
行
者
の
一
心
は
全
て
万
行
に
共
通
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
一
心
と
三
学
と
六
度
と
万
行
の
関
係
を
論
じ
た
文
証
で
あ
っ
て
三
大
秘
法
の
開
合
を
論
じ
た
文
証
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
与
え

て
言
え
ば
文
証
不
適
切
、
奪
っ
て
言
え
ば
無
関
係
の
こ
じ
つ
け
で
す
。

「
本
尊
は
万
法
の
総
体
な
り
」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
二
頁
）
の
「
本
尊
」
は
、
題
目
の
間
違
え
で
あ
り
ま
す
。

堅
樹
日
寛
は
、
本
尊
は
万
法
の
総
体
、
一
大
秘
法
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
主
張
し
ま
す
。
法
体
に
約
せ
ば
、
こ
の
説
も
妥
当
性
が
あ
り

ま
す
が
、
行
体
に
約
す
と
、
十
界
曼
荼
羅
が
本
尊
た
り
と
言
え
な
い
と
言
う
矛
盾
が
生
じ
ま
す
。
十
界
曼
荼
羅
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
関

係
が
不
鮮
明
で
す
。

次
に
堅
樹
日
寛
の
「
六
大
秘
法
」
に
つ
い
て
で
す
が
、
本
尊
の
人
法
対
別
論
は
、
爾
前
迹
門
の
範
疇
で
あ
り
ま
す
。
本
門
以
後
は
人
法

一
箇
が
常
道
で
あ
り
ま
す
。
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戒
壇
の
事
と
義
の
弁
別
は
、
本
門
の
戒
壇
と
即
是
道
場
の
戒
壇
を
顕
わ
し
祖
意
に
準
じ
て
い
ま
す
。

題
目
の
信
と
行
の
弁
別
は
、
爾
前
経
に
も
存
在
し
な
い
珍
説
で
あ
り
ま
す
。
信
行
の
具
足
は
佛
教
の
大
前
提
で
あ
り
、
信
に
応
じ
て
行
、

行
に
応
じ
た
信
は
一
体
で
な
け
れ
ば
精
神
分
裂
、
心
身
分
裂
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

故
に
、
本
尊
の
人
法
の
弁
別
、
題
目
の
信
行
の
弁
別
は
無
意
味
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
六
大
秘
法
は
、
成
立
し
ま
せ
ん
。
祖
意
に
反
す

る
曲
会
私
情
の
妄
説
で
あ
り
ま
す
。

四

問
答
⑥
で
は
、
問
い
で
「
已
に
開
合
の
相
此
れ
を
聞
く
こ
と
を
得
た
り
、
正
し
く
三
大
秘
法
の
経
文
如
何
。」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』

す
で

ま
さ

八
十
二
頁
）
と
し
て
、
三
大
秘
法
の
文
証
を
求
め
る
の
で
あ
り
ま
す
。

答
え
で
は
、「
三
大
秘
法
と
は
即
ち
戒
定
慧
な
り
。
一
部
の
文
、
三
学
に
過
ぎ
た
る
は
莫
し
。
然
り
と
雖
も
今
管
見
に
任
せ
て
略
し
て
三

な

か
ん
け
ん

ま
か

大
秘
法
具
足
の
文
を
引
か
ん
。」（
大
石
寺
版
『
六
巻
抄
』
八
十
二
頁
）
と
、
各
論
し
て
文
証
を
挙
げ
ま
す
が
謂
わ
ば
頭
と
し
っ
ぽ
し
か
言

わ
な
い
、
三
大
秘
法
と
戒
定
慧
の
三
学
の
関
係
の
説
明
な
し
に
い
き
な
り
三
大
秘
法
＝
三
学
を
言
う
粗
雑
で
乱
暴
な
論
法
で
論
じ
て
い
ま

す
。
佛
教
は
三
学
だ
け
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
台
家
は
諸
法
実
相
、
当
家
は
題
目
と
言
う
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

五

こ
う
し
て
、
三
大
秘
法
の
文
証
論
、
教
証
論
を
説
く
べ
き
「
依
義
判
文
抄
」
の
序
に
お
い
て
も
、
堅
樹
日
寛
の
己
義
、
曲
会
私
情
の
釈

で
あ
り
、「
依
義
判
文
抄
」
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
己
義
判
文
抄
」
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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